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北極海からの風−日本海、北極海、そして庄内北極海からの風−日本海、北極海、そして庄内

　

皆
さ
ん
は
「
北
極
海
航
路
」

と
い
う
言
葉
を
き
い
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
で

の
知
名
度
は
高
く
な
い
が
読

ん
で
字
の
ご
と
く
、
北
極
海

を
貫
通
す
る
航
路
で
あ
る
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
二
つ
あ

り
、
一
つ
は
欧
州
安
全
保
障

協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）、
も

う
一
つ
は
こ
の
、
北
極
海
航

路
で
あ
る
。

　

今
か
ら
40
年
く
ら
い
前
に

は
、
北
極
海
は
一
年
中
氷
が

張
っ
て
お
り
、
特
殊
な
砕
氷

船
で
も
な
け
れ
ば
船
の
通
行

が
難
し
か
っ
た
。
ま
た
氷
の

下
で
は
米
ソ
の
戦
略
原
子
力

潜
水
艦
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ

リ
カ
海
軍
は
カ
ナ
ダ
の
沖
合
、

ソ
連
海
軍
は
ソ
連
の
沖
合
に

沈
ん
で
お
り
、
核
戦
争
勃
発

後
の
反
撃
用
の
核
戦
力
と
し

て
温
存
さ
れ
て
い
た
。
い
わ

ば
、
北
極
海
は
環
境
的
に
も

政
治
的
に
も
冷
た
く
閉
ざ
さ

れ
た
世
界
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
温
暖
化

の
進
展
に
伴
い
、
北
極
海
の

氷
が
夏
季
に
は
溶
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ロ
シ

ア
沿
岸
で
は
完
全
に
消
滅
し

て
い
る
。
遠
く
な
い
将
来
に

は
夏
季
に
は
完
全
に
北
極
海

か
ら
海
氷
が
消
滅
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

冷
戦
終
結
に
伴
い
、
ロ
シ
ア

側
が
当
該
航
路
の
商
業
利
用

を
積
極
的
に
推
奨
し
て
お
り
、

環
境
的
に
も
政
治
的
に
も「
氷

解
」
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

我
が
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
船
で
物
資
を
運
搬
す
る
場

合
、
3
ル
ー
ト
が
あ
る
。
一

つ
が
ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
す

る
「
ス
エ
ズ
ル
ー
ト
」、
も
う

一
つ
が
物
理
的
、
も
し
く
は

政
治
的
理
由
に
よ
り
ス
エ
ズ

運
河
を
通
行
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
船
が
ア
フ
リ
カ
の
南

端
を
通
る
「
喜
望
峰
ル
ー
ト
」、

そ
し
て
「
北
極
海
航
路
」
で

あ
る
。
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、

韓
国
、
中
国
に
と
っ
て
も
同

様
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
最
短
ル
ー
ト
は
北
極
海

航
路
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
読
ま
れ

た
方
の
中
に
は
「
山
形
と
北

極
海
航
路
っ
て
何
の
関
係
が

あ
る
の
？
」
と
思
わ
れ
る
方

も
お
ら
れ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
こ
こ
は
関
係
が
大
い
に

あ
る
。

　

韓
国
や
中
国
か
ら
の
北
米

航
路
や
北
極
海
航
路
は
、
日

本
海
か
ら
津
軽
海
峡
を
通
過

す
る
ル
ー
ト
が
最
短
と
な
る
。

山
形
県
沖
合
に
は
多
数
の
韓

国
船
や
中
国
船
が
通
過
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
貨
物
船
だ

け
で
は
な
い
。北
極
海
ク
ル
ー

ズ
の
豪
華
客
船
も
同
様
で
あ

り
、
現
に
北
極
海
ク
ル
ー
ズ

船
が
青
森
港
に
寄
港
し
、
乗

船
客
は
青
森
、
秋
田
の
観
光

に
出
向
い
て
い
る
。

　

さ
て
、
そ
こ
で
山
形
県
で

あ
る
。
山
形
県
庄
内
地
方
に

は
名
峰
鳥
海
山
、
霊
峰
出
羽

三
山
を
始
め
と
し
て
最
上
川
、

豊
饒
な
庄
内
平
野
、
あ
つ
み

温
泉
や
湯
野
浜
温
泉
を
は
じ

め
と
し
た
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
に

酒
田
、
鶴
岡
と
、
観
光
名
所

に
は
事
欠
か
な
い
。「
Ｏ
ｓ
ｈ

ｉ
ｎ
（
お
し
ん
）」
は
世
界
共

通
語
で
あ
り
、「
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｔ

ａ
」「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｉ
」
は
知

ら
な
く
て
も
、「
Ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
」

を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。

「
Ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
の
ふ
る
さ
と
か

ら
来
ま
し
た
」
は
世
界
の
各

地
で
通
用
す
る
。
こ
の
様
に
、

庄
内
地
方
は
世
界
的
に
通
用

す
る
観
光
資
源
に
は
実
に
恵

ま
れ
た
地
で
あ
る
。
そ
の
上
、

酒
田
港
は
国
指
定
の
重
要
港

湾
で
あ
り
、
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
実
績
も
あ
る
。

　

秋
田
県
で
は
、
秋
田
港
へ

の
ク
ル
ー
ズ
船
来
航
時
に
秋

田
港
へ
の
貨
物
路
線
に
列
車

を
走
ら
せ
、
秋
田
市
を
含
め

た
県
内
各
所
へ
鉄
道
を
使
っ

て
送
客
を
行
っ
て
い
る
。
酒

田
港
に
も
貨
物
路
線
が
通
じ

て
い
る
。
酒
田
港
線
を
活
用

し
、
同
じ
よ
う
に
鶴
岡
や
あ

つ
み
温
泉
、
鳥
海
山
に
送
客

す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

貨
物
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

酒
田
新
庄
道
路
の
全
通
が
迫

り
、
内
陸
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
良
く
な
る
。
内
陸

で
生
産
さ
れ
た
品
目
は
、
今

は
東
京
ま
で
運
ば
れ
て
輸
出

し
て
い
る
。
そ
れ
を
酒
田

港
か
ら
北
極
海
航
路
経
由
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
運
ぶ
。
こ

れ
ま
で
は
、
私
た
ち
は
東
京

を
見
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

酒
田
港
の
向
こ
う
に
は
北
極

海
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

あ
る
。私
た
ち
の
未
来
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

「
プ
ル
ス
・
ウ
ル
ト
ラ
」、「
そ

の
先
へ
」
と
い
う
意
味
の
ラ

テ
ン
語
で
あ
る
。こ
れ
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
の
が
ス
ペ
イ
ン

の
絶
頂
期
を
も
た
ら
し
た
神

聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
カ
ー
ル

5
世
（
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ

ス
1
世
）
で
あ
る
。
本
学
大

学
院
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
」
を
来
年
度

よ
り
開
講
す
る
。
こ
の
授
業

で
は
、
北
極
海
航
路
の
よ
う

に
「
国
」
の
枠
組
み
を
超
え

た
も
の
に
関
し
、
地
球
（
グ

ロ
ー
ブ
）
の
枠
組
み
か
ら
そ

の
管
理
体
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

を
俯
瞰
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
国
際
関
係
論
か
ら
一
歩

進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
論
は
、
ま
さ
に
「
プ

ル
ス
・
ウ
ル
ト
ラ
」
で
あ
る

と
確
信
す
る
。
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